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Ｉ．2013年3月期 第1四半期

連結業績および事業概況
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2013年3月期 第1四半期 ①連結業績

【第1四半期のサマリー】

 円高の影響等により、 売上高は△5％、営業利益は△60％の減収減益

 為替影響調整後の前年同期比は、売上高△1％、営業利益△10％

 四半期純損失は、特別損失を18億円計上したこと等により、△45億円

2012年3月期 1Q 2013年3月期 1Q 前年同期比
為替

調整後

売上高 1,986 1,895 △5% △1%
営業利益

（営業利益率）
52

(2.6%)
21

(1.1%) △60% △10%

経常利益
（経常利益率）

9
(0%)

△2
(-) -

四半期純利益
（純利益率）

△14
(-)

△45
(-) -

（単位：億円）

【為替レート・影響額】 （差異）

円/US$ 82円 80円 △2円

円/Euro 117円 103円 △14円

売上高への影響額 - △61
営業損益への影響額 - △26
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2013年3月期 第1四半期 ②セグメント別業績

2012年3月期 1Q 2013年3月期 1Q 前年同期比
為替

調整後

医療
売上 776 784 ＋1% ＋6%
営業利益 109 124 ＋13% ＋33%

ライフ・産業
売上 206 177 △14% △10%
営業利益 5 △ 4 - -

映像
売上 343 288 △16% △11%
営業利益 4 △ 15 - -

情報通信
売上 526 539 ＋2% ＋2%
営業利益 10 5 △46% △46%

その他
売上 135 107 △20% △20%
営業利益 △ 11 △ 11 - -

全社・消去
売上 - - - -
営業利益 △ 64 △ 78 - -

連結
合計

売上 1,986 1,895 △5% △1%
営業利益 52 21 △60% △10%

（単位：億円）

医療事業は増収増益と引き続き堅調に推移
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2013年3月期 第1四半期 ③医療事業

営業利益：＋13％
（為替影響調整後：＋33％）

（単位：億円）

為替影響を除いた実質ベースで、欧州・アジアを中心に堅調に推移
新製品（エクセラⅢ、サンダービート）の業績への寄与は、2Q以降

売上高：＋1％
（為替影響調整後：＋6％）
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2013年3月期 第1四半期 ④ライフ・産業事業

売上高：△14％
（為替影響調整後：△10％）

[前年同期比金額]

営業利益：△9億円
（為替影響調整後：△8億円）

（単位：億円）

民間の設備投資の減少等により、減収減益
新製品（DSX、IX3、IPLEXTX）は市場から高い評価を得ており、

2Q以降、業績に貢献
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2013年3月期 第1四半期 ⑤映像事業

343
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4
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営業利益

売上高：△16％
（為替影響調整後：△11％）

[前年同期比金額]

営業利益：△19億円
（為替影響調整後：△11億円）

（単位：億円）

低価格帯コンパクトカメラを中心とするデジタルカメラ市場の縮小等
の影響により、減収減益
ミラーレス一眼は、OM-Dを中心に国内・海外ともに好調

（販売台数：＋11％、売上高：＋50％）
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映像事業の四半期業績推移（2012/3 1Q～2013/3 2Q）

2012年3月期 第4四半期を底とし、売上高、営業利益ともに改善基調
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（単位：億円）

2013年3月期 第1四半期 ⑥仕向地別売上高

2012/4-6

1,986億円 1,895億円 （△5%） 1,957億円 （△2%）

為替影響調整後

＋4%

△11%

△12%

△8%

＋4%

△9%

△1%

△5%
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貸借対照表（2012年6月末）

2012年

3月末

2012年

6月末
増減

2012年

3月末

2012年

6月末
増減

流動資産 5,266 5,039 △226 流動負債 3,204 2,999 △205

（デジカメ在庫） (236) (250) (＋14)

有形固定資産 1,278 1,256 △22 固定負債 5,981 5,938 △43

無形固定資産 1,971 1,871 △101 （内：社債・長期借入金） (5,303) (5,286) (△17)

投資その他資産 1,150 1,003 △147 純資産 480 232 △248

（自己資本比率） (4.6％) (2.2％)

資産合計 9,665 9,169 △496 負債 純資産合計 9,665 9,169 △496

（単位：億円）

有利子負債 ： 6,384億円（△40億円）

純有利子負債 ： 4,335億円（△89億円）
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キャッシュフローの状況（4－6月）

2012年3月期 1Q 2013年3月期 1Q 増減

売上高 1,986 1,895 △90
営業利益 52 21 △31

（％） 2.6% 1.1% -
営業CF 129 131 ＋1
投資CF △91 △84 ＋7
財務CF 521 3 △519

キャッシュフロー 560 50 △510
フリーキャッシュフロー 39 47 ＋8
現預金 2,670 2,049 △620

（単位：億円）

減価償却費 83 78 △5
のれん償却額 28 27 △1
設備投資額 80 72 △8
※上記はキャッシュ・フロー計算書上の数値です
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Ⅱ．2013年3月期 見通し
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2013年3月期 連結業績見通し

2013年3月期
第2四半期累計

前年同期比
2013年3月期

通期
前年比

売上高 4,270 ＋3％ 9,200 ＋8％

営業利益 220 ＋26％ 500 ＋41％

（営業利益率） (5.2%) (5.4%)

経常利益 74 △22% 210 ＋18％

（経常利益率） (1.7%) (2.3%)
当期純利益 20 - 70 -

（当期純利益率） (0.5%) (0.8%)

（単位：億円）

年間では、前年比８％増収、41％増益（営業利益）、当期純利益は黒字回復
6月に公表した、年間計画に沿った業績動向

為替レート ドル＝80円、ユーロ100円



年間では、ほぼ全分野で増収、増益
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第2四半期累計 前年同期比 通期 前年比

医療
売上 1,810 ＋11% 3,830 ＋10%
営業利益 380 ＋34% 750 ＋10%

ライフ・産業
売上 430 △4% 970 ＋5%
営業利益 15 △57％ 55 ＋1%

映像
売上 640 △10% 1,490 ＋16%
営業利益 △20 - 10 -

情報通信
売上 1,140 ＋4% 2,370 ＋3%
営業利益 30 ＋9% 50 △6%

その他
売上 250 △2% 540 ＋10%
営業利益 △35 - △65 -

全社・消去
売上 - - - -
営業利益 △150 - △300 -

連結
合計

売上 4,270 ＋3% 9,200 ＋8%
営業利益 220 ＋26% 500 ＋41%

（単位：億円）

2013年3月期 セグメント別見通し
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参考資料
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設備投資・減価償却費

（単位：億円）
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研究開発費

（単位：億円）
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デジタルカメラ

（単位：万台）
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本資料のうち、業績見通し等は、現在入手可能

な情報による判断および仮定に基づいたもので

あり、判断や仮定に内在する不確定性および今

後の事業運営や内外の状況変化等による変動可

能性に照らし、実際の業績等が目標と大きく異

なる結果となる可能性があります。


